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10月6日、市内在住の小・中学生が文化財を描いた

「第27回ぎのわんの文化財図画作品展」の表彰式が市

立博物館で行われました。この図画作品展は、次世代

を担う児童・生徒の皆さんに、市内の文化財を題材に

描いてもらうことで、豊かな表現力を養うとともに、

文化財保護の精神を培い、地域への愛着心を育むこと

を目的に毎年開催されています。

各部門の教育長賞から銅賞を受賞した大勢の児童生

徒が参加し、知念教育長より表彰状を受け取りました。

応募いただいた193点の作品は、市立博物館企画展示

室で展示されました。
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▲観光地で有名な中山路の様子

▲学内にある日本庭園

▲厦門理工学院近くのお寺

▲日本語学科のみんなと一緒に

ご飯（右から2人目が知念さん）
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